
マニュアル

〈 教材作成編 〉



科目・コース
を設定

• 所属する組織の下に「科目」と「コース」を
作り、自分を名簿に登録します。

教材を作成
• 教材の構造を作り、最下層に

練習問題を作成します。

教材をコース
に紐づけ

• 教材をコースに紐
づけします。

教材の作成手順



1.  教材情報設定

① 教材タイトル

② 練習種別

③ 公開範囲

④ 使用言語

⑤ 公開期日などを設定

2. 構造のひな型を作る
3. 練習問題作成

① 問題文

② 正答

③ 発話文字文

④ 意味

＋ 合成音声・音声認識確認

教材名

第１課
本文

新出単語

第２課 本文

第３課

本文

新出単語

応用練習

教材作成の流れ



１．管理画面に入る

２．教材情報を設定する

３．教材の構造のひな型を作る

４．練習問題を作成する



クリック



ユーザー名

選択





１．管理画面に入る

２．教材情報を設定する

３．教材の構造のひな型を作る

４．練習問題を作成する



教材新規作成



① 教材のタイトルを記入

③ 問題が見られる範囲を選択

④ 使用する言語を選択

⑤ 公開期日を選択

② 練習の種類を選択

最後に保存

教材の詳細情報

← 自動的に保存されます。編集はできません。

中国語のみ

⑥ 公開期限を選択

① 公開しない
② 自分の担当

コースのみ
③ 全体に公開



保存しました 2020/03/31

保存が完了すると、詳細内容が表示されます。
教材の詳細情報の設定は以上で完了です。



教材の詳細情報を編集する場合は、ここをクリックしてください。
何度でも編集可能です。

教材の詳細情報の編集



１．管理画面に入る

２．教材情報を設定する

３．教材の構造のひな型を作る

４．練習問題を作成する



クリック



ちょこっと中国語
ちょこっと中国語

先ほど設定した教材のタイトルが表示されます。



教材タイトルにマウスのポインターを乗せると、
１つ下の階層を作るボタンが表示されます。

音読練習 ちょこっと中国語



覚えておくと便利な一言

セクションの名称を聞くウィンドウが出ますので、
入力して「ＯＫ」をクリック。



音読練習 ちょこっと中国語

覚えておくと便利な一言覚えておくと便利な一言

保存しました
同じ作業を繰り返すと、同じ階層のセクションを増やすことができます。
※階層の数に制限はありません。（２，３階層程度をお勧めします）
※作成後に階層の移動や名称の変更も可能です。

変更を反映するには保存してください



音読練習 ちょこっと中国語

覚えておくと便利な一言覚えておくと便利な一言

数字を言ってみよう
大まかな章立てが出来たら、更に下の階層を作ります。
※セクションの数に制限はありません。
※後で増やしたり、名称を変えることも可能です。
※階層の変更はできますが、前後の順番の入れ替えはできません。

クリック



旅行先で

保存はまだ終わっていません。



音読練習 ちょこっと中国語

変更を反映するには保存してください

覚えておくと便利な一言
旅行先で旅行先で

数字を言ってみよう
保存しました

同じ作業を繰り返すと、
同じ階層のセクションを増やすことができます。
作成後に、階層の移動や名称の変更が可能です。



１．管理画面に入る

２．教材情報を設定する

３．教材の構造のひな型を作る

４．練習問題を作成する



問題は構造の最下層の下に作ります。

作問アイコン

クリック



注意!練習問題の下に階層を作ることはできません。



問題作成画面



句読点や記号
も入力OK。

問題文

正答

発話文字列

意味

老师早!

老师早!

先生おはようございます。



合成音声確認

音声認識確認

「保存」を押す前に
確認をお勧めします。



三点一刻

ケース①
漢数字 vs. 算用数字

音声入力確認

３時４５分

3点一刻

３時１５分

数字はどちらで認識されるか、
予測が難しいことがあります。



ケース②

複数表記法がある場合、
どちらで認識されるか
わかりません。

例）イタリア
义大利

意大利

音声入力確認 义大利

义大利

イタリア

意大利



１０６
複数の入力方法があり、
合成音声の読み方が意図
する読み方と異なる場合
があります。

発話文字列

1. 一百零六

2. 么零六

3. 一零六

（番号）106

么零六

１０６

確認して保存



保存の仕方は構造のセクションと同じ。
問題の数だけ同じ作業を繰り返します。



音読練習

模擬通訳練習

ピンイン音読練習

四声の聞き取り

必須入力項目の練習ごとの違い

・問題文 ≠ 正答
「発話文字列」の設定が必要。

① 問題文なし
② 正答＝半角数字



音読練習

模擬通訳
ピンイン音読

四声聞き取り

必須記入欄

半角数字

音声合成の優先順位

問題文 ＜ 発話文字列

３時１５分



教材が完成しました。



ご質問・ご要望は、管理者まで

STlab@les.cmc.osaka-u.ac.jp


